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【本日のテーマ】

「保育現場から考える
「食」を通じた子育て支援」

１ はじめに
２ 「食」にまつわる最近の話題
３ 保育現場で求められる

これからの「食」を通じた子育て支援



まず皆さんにお伺いします！

「これまで」どのような
「食を通じた子育て支援」を
計画・実践してきましたか？



続いてお伺いします！

様々な を通じて

「食」に関する と

「食」を を習得し、

すること
ができる人間を育てること

食育を、生きる上での
基本であって、

の
基礎となるべきもの

食育とは…



生涯にわたって、

を培い、

豊かな を育む

（引用資料）「第4次食育推進基本計画」啓発リーフレット「食育の環と3つの重点事項」
https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/plan/4_plan/index.html

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/plan/4_plan/index.html


【本日のテーマ】

「保育現場から考える
「食」を通じた子育て支援」

１ はじめに
２ 「食」にまつわる最近の話題
３ 保育現場で求められる

これからの「食」を通じた子育て支援



（引用先）農林水産省「我が国の食生活の現状と食育の推進について」（令和３年7月）
https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/attach/pdf/index-58.pdf

食育推進基本計画

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/attach/pdf/index-58.pdf


第4次食育推進基本計画 重点課題

１ を中心とした
食育の推進
２ に対応した
食育の推進
３ につながる
食育の推進
４ した
食育の推進
５ に向けた
食育の推進

第３次

若い世代

多様な暮らし

健康寿命の延伸

食の循環や環境を意識

食文化の継承

１
心身の健康を支える食育の推進

２ 食を支える食育の推進
＊環境の環
＊人の輪
＊和食文化の和

３ 「新たな日常」やデジタル化に
対応した食育の推進

の観点
から相互に連携して総合的に推進

第４次



第４次食育推進基本計画

基本的な方針（重点課題）



第４次食育推進基本計画 目標（変更箇所）



第４次食育推進基本計画 目標（変更箇所）

５ 学校給食における地場産物を活用した取組等を増やす

目標値 作成時値 目標値

⑥ 栄養教諭による地場産物に係る
食に関する指導の平均取組回数

月9.1回 月12回

⑦ 学校給食における地場産物を使用する割合
(金額ベース)を現状値（令和元年度）から
維持・向上した都道府県の割合

ー 90％以上

⑧ 学校給食における国産食材を使用する割合
(金額ベース)を現状値（令和元年度）から
維持・向上した都道府県の割合

ー 90％以上

・子供たちへの教育的な観点から目標を
「栄養教諭による地場産物に係る食に関する指導の取組を増やす」ことに変更

・都道府県単位での地場産物を使用する割合については、
現場の努力を適切に反映するとともに地域への貢献等の観点から、
算出方法を食材数ベースから金額ベースに変更



第４次食育推進基本計画 目標（変更箇所）

14 地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し、伝えている
国民を増やす

目標値 作成時値 目標値

⑱ 産地や生産者を意識して
農林水産物・食品を選ぶ国民の割合 73.5％ 80％以上

⑲ 環境に配慮した
農林水産物・食品を選ぶ国民の割合 67.1％ 75％以上

㉒ 郷土料理や伝統料理を
月1回以上食べている国民の割合 44.6％ 50％以上

核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、食の多様化により、
日本の食文化の特色が徐々に失われつつある。

↓
伝統食材を始めとした地域の食材を生かした郷土料理や伝統料理、
地域や家庭で受け継がれてきた料理や味、箸使い等の食べ方・
作法を受け継ぎ、地域や次世代 （子供や孫を含む）へ伝えている
国民を増やすことを新たに目標設定



第４次食育推進基本計画 目標（変更箇所）

６ 栄養バランスに配慮した食生活を実践する国民を増やす

目標値 作成時値 目標値

⑪ １日当たりの食塩摂取量の平均値 10.1ℊ 8g以下

⑫ １日当たりの野菜摂取量の平均値 280.5g 350g以上

⑬ １日当たりの果物摂取量100g未満の者の割合 61.6％ 30％以下

栄養バランスに配慮した食生活の実践を促すため、
健康寿命の延伸を目指 す「健康日本２１（第二次）」の趣旨を踏まえ
栄養・食生活に関する目標として掲げられている、
・食塩摂取量の減少
・野菜の摂取量の増加
・果物類を摂取している者の増加
を、第４次食育推進基本計画でも目標とする。



第４次食育推進基本計画

基本的な方針（重点事項）

＜重点事項＞ 持続可能な食を支える食育の推進 社会・環境・文化の視点

環境の環（わ）食と環境の調和

和食文化の和（わ）
日本の伝統的な和食文化の保護・継承

人の輪（わ）
農林水産業や農山漁村を支える
多様な主体とのつながりの深化



SDGsの観点から相互に連携して総合的に推進

第４次食育推進基本計画

基本的な方針（重点課題）

《SDGs（ Sustainable Development Goals ）：持続可能な開発目標》
私たち自身、子や孫、さらにその先の世代も豊かに安心して暮らせる
未来が続くために、今私たちがやらなければいけないこと



SDGsの視点も踏まえた食育の取組例（私見）

Memo



【本日のテーマ】

「保育現場から考える
「食」を通じた子育て支援」

１ はじめに
２ 「食」に関する最近の話題
３ 保育現場で求められる

これからの「食」を通じた子育て支援



子どもたちに対する
これからの「食」を通じた子育て支援

Memo



子どもたちに対する
これからの「食」を通じた子育て支援

視覚

嗅覚

聴覚

触覚

味覚

五感を刺激する食育



保護者に対する
これからの「食」を通じた子育て支援

Memo



【引用】厚生労働省「平成27年 乳幼児栄養調査」

離乳食について困ったことTop5（回答者：０～２歳児の保護者）

１ が負担・大変 33.5％

２ もぐもぐ・かみかみが少ない
（丸のみしている）

28.9％

３ が少ない 21.8％

４ 食べ物の種類が偏っている 21.2％

５ が負担・大変 17.8％

保護者に対する
これからの「食」を通じた子育て支援



【引用】厚生労働省「平成27年 乳幼児栄養調査」

子どもの食事で困っていること上位5選
（回答者：２～６歳児の保護者）

１ に時間がかかる

２ する

３ をする

４ をする

５ 食事よりも甘い飲み物やお菓子を欲しがる

保護者に対する
これからの「食」を通じた子育て支援



皆さんが知りたい！残したい！郷土料理とは…



地域の皆さんと考える
これからの「食」を通じた子育て支援

Memo



最後に皆さんにお伺いします！

「これから」どのような
「食を通じた子育て支援」を

計画・実践していきたいですか？



ご清聴ありがとうございました

食が本来持つ魅力や潜在的な価値、食に関わる人々の想いを、

彩りある“ストーリー”としてご提案。

皆さんに心豊かで健康的な食生活を歩んでいただけるよう
お手伝いさせていただきます。

株式会社 食ＳＴＯＲＹ
www.shoku-story.co.jp

住所：東京都千代田区九段南１-５-６
りそな九段ビルＫＳフロア

TEL：03-6869-5808 

http://www.shoku-story.co.jp/

